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取り組みの概要

認知症サポーター養成講座の受講後には

オレンジリングが渡されるが、麻生区独自

のものとして、手作りのロバも渡したいと

考えた。しかし、仲間がいなければ実現で

きない。

上記のような話を地域内の認知症カフェ

で話したところ、趣旨に賛同された手芸好

きなメンバーが集まり、右図のようなかわ

いい“ロバ君”の制作活動が実現した。

活動は10月にスタートしたばかりである

が、拡がり続けている。



地域の概要
ロバ部のあるエリア

• 川崎市麻生区（海から最も離れたところ）内の

千代ヶ丘、高石、多摩美（たまみ）

の３町内。小田急線 新百合ヶ丘～百合ヶ丘にかけての北側に位置

する戸建てを中心とした住宅地。丘陵地域で坂（一部急坂）が多い。

• 詳細は下表参照。



あさおもの忘れガイドマップ

当マップは麻生区が平成30年度に作成。Ａ２サイズのものを六つ折したものとなっている。

区内の認知症関連の活動を紹介している。麻生区のホームページからダウンロード可能。

右上の赤い丸のエリアが、ロバ部の活動地域（千代が丘、高石、多摩美）



行政（麻生区）からはこんな数字が。。。

麻生区地域福祉計画から抜粋



事業所紹介
～ 川崎市麻生区高石地域包括支援センター

• 社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員の3職種とケアマネージャー、
地域支援強化要員（注：川崎市独自の職）の5名体制

• ロバ部の活動地域である3町（千代ヶ丘、高石、多摩美）のほか、これら
住宅地とは異なる地域特性（大規模マンションと商業施設）の新百合ヶ丘
駅周辺の万福寺も担当。 人口：29,000 高齢化率：19%

• 今年度は「防災」「終活」「認知症」をテーマに入れ地域活動に取り組む。

• 地域包括支援センター主体の地域活動と、自主活動の後方支援としての活
動と、現在エリア内で1４か所の集まりに参加。

• 域内に大規模な介護事業所（特養等）がなく、グループホームや訪問系の
事業所が多い。 駅近には有料老人ホームが新設されてきている。

• 地域力を高めるには世代を超えた関係作りが大切である。町会の中では、
お互いに見守りあったり、声をかけあったりで、支えあいができているが、
まだまだ把握しきれていないところもある。人と人が出会い、繋がり、深
めていく、こんな地域となる仕組みを今後も作っていきたい。



活動紹介
• 令和元年の10月から活動を開始。現在開始から3ヶ月で全5回実施した。

• 場所は、地域のグループホーム内の交流室（詳細後述）。

• 開催は不定期。集まった人たちで、次回いつにしようか、と決めている。

• 時間は 13:30～15:30 の2時間。その間に制作できるのは1～2体のみ。

• ただ、この時間帯はどちら
かというと作業をしながら
の参加者同士のおしゃべり
がメインの時間帯に。多く
の参加者が、自宅で制作し、
それを持ち寄って来てくれ
る。

• 現在の参加者は、全員で25
名。民生委員さん、認知症
カフェのメンバー、地域の
世話焼きさん、手芸が好き
な人等、いろいろである。
認知症サポーター養成講座
を受けて、ロバ君をもらっ
た人も参加している。人が
人を呼んでいる感じ。今後
も増えることが予想される。



活動の様子
• 役割分担は特に決めたわけでは

ないが、刺繍糸はＡさん、仕上

げ作業はＢさん、と皆さんが自

発的に動いてくれている。

• 地域の方々が積極的で、助け会

い、仲間同士教えあったり、今

度カフェに一緒に行こうと誘い

合ったり、繋がりがどんどん広

がっている。

• 解決しないことはない。地域包

括支援センターが前に出なくて

も、参加者同士で解決してる、

段取りしている。まさにこれが

自主的な地域住民の活動で、出

会ったことから繋がりができて

いる。



活動開始の経緯
• 令和元年９月の認知症カフェ「オレンジリン
グゆりがおか」で話をした。言い出したのは
地域包括支援センターだが、その場で「じゃ
あみんなで作りましょう」と即3人の方が賛
同してくれた。

• 最初の会合は約1か月後（メンバーが風邪を
ひいて延期になった）。集まるまでに期間が
あったため、1人の方が、見本のロバを参考
にネットから型紙を見つけ出し、コツコツと
自宅で作り始めてくれ、最初に4人で集まっ
た時には、完成したロバ君がすでに30体ほど
出来上がった。

• 最初は会の名前を付ける事、手で作業しなが
らの話し合いであった。ポイントは憶えやす
く、インパクトのあるもの、簡単なものがい
い、ということになり、高齢者だけではなく、
若い世代や地域の方誰でも参加できる会、と
いうことで学生のクラブ活動みたいに「倶楽
部」にしよう、と。じゃあロバを作るから
「ロバ君倶楽部」でいいね、通称「ロバ部」
だ。これなら覚えやすいね。と３人が一致し
て名前が決まった。

• 名前が決まり、部員を募集しようということ
で、すぐに右のチラシを作成し、11月の活動
日には配布を始めた。



人もどんどん増えて、活動の役割分担等も自発的。
敢えて言うならば、、、

• 費用のこと ： 負担のないこと

✓ 材料のフェルトや刺繍糸等はすべて100円ショッ
プで揃えられる。

✓ それでも個人の負担はないよう、認知症カフェの
参加費の貯蓄分から支払っている。

• 場所のこと ： 集まりやすい場所

✓ 無料でみんなが集まりやすい場所を考え、地域内
のグループホームの交流室を使わせてもらってい
る。この交流室は地域の方に使ってほしい、とは
いうもののまだそのことが広がっていなく、使う
頻度が少ない状態であった。そのため、活動の場
所としてのお知らせ、周知にもなり、お互いにメ
リットはあった。予約をとりやすく、駐車場もあ
り、とても使いやすい。

✓ 社協の運営する『いこいの家』で別の活動である
手芸クラブが予約したときに一緒に活動した。

✓ 今後は声掛けの地であった認知症カフェの場所で
も行っていく予定。ここは駅から歩いてくる人に
も便利。

ロバ部を実施する際の留意点・工夫



ロバ部の活動成果

• 趣旨の説明をすると、私も何
かやりたい！と声をかけてき
てくれる人が多い。

• やり始めはただ裁縫が好き！
というだけだった方も、集
まって認知症の話や新聞記事
など自然と「認知症」に触れ
ているため、知らない間に意
識が高くなったこと。これだ
けでも十分成果!!

作品の一部。
これまでに200近く制作、
100弱を認知症サポーター
養成講座で配布済。



課題や展望 活動はまだ始まったばかり（3ヶ月で5回の活動）

• 課題は特になし。皆さんでどんどん動いてくださっている。

• 今は集まって作るところまでであるが、今後は認知症サポーターにも参加
していただき、直接配ってもらう。そこで活動の熱い想いを新たなサポー
ターに注入！ 区内でオレンジリングだけでなく、ロバ君を見掛けるよう
になったら!!

• ロバ部で認知症サポーター養成講座を受講、みんながサポーターとなる。
そして次はみんながキャラバンメイト養成研修を受け、ロバ部が認知症サ
ポーター養成講座を展開していきたい。おーこれいいでしょ～？！

• 皆さんがコツコツと作っているときに、『目標を持ってもらい、負担なく
みんなで取り組んで地域貢献しましょう！』と話をしている。なんといっ
ても国の施策（新オレンジプランや認知症施策推進大綱）を我々は担って
るんですよね～と意識付けている。

• 他のエリアからもやりたい、という声は聞かれ、広めていく予定である。
ロバ部の本部が本事業所で、支店が各地域に沢山あり、1年に一度ぐらい、
関わっている全員が集まって宴会するとか。いろいろゲストも呼んだりし
て・・・ そういえば、10月に麻生区におれんじどあの

丹野智文さんがいらして講演されてました。


